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学校番号１３ 秋田県立男鹿工業高等学校 令和５年度

中期ビジョン（５か年計画）

Ⅰ 本校が目指す姿

① 学校の現状や課題

本校は昭和５６年に開校し、令和３年に創立４０周年を迎えた。現在は機械科、電気電子

科、設備システム科の３学科体制で、「創意実践」の校訓のもと、地域に貢献する技術者の育

成を目指している。本校の現状や課題として次のようなことが挙げられる。

ⅰ）入学者数について

入学者定員に対する充足率は、令和４年度に９割を超

えたが令和５年度は６割半ばまで割り込んだ。３科とも

に充足率が大きく低下しており（６０．０～７１．４％）、

少子化の影響を強く受けている。

ⅱ）卒業生の進路について

令和４年度卒業生（７５名）の進路達成率は１００％、うち就職は６８．０％、進学が

３２．０％であった。就職の内訳は県内が７０．６％、県外が２９．４％であった。進学

の内訳は４年制大学が４１．７％、短大が１２．５％、専門学校が４５．８％であり、国

公立大学に１名が進学した。

ⅲ）部活動について

本校の空手道部は男女とも全国大会出場経験が豊富である。花園での全国大会に４度出

場を果たしているラグビー部は、令和２年度に１８年ぶりに県予選で決勝に進出する活躍

を見せた。しかし、本校の部活動は近年、加入率が低下しており、入学者の減少と相まっ

て部員不足に悩む部も見られるようになった。令和４年度は新入生の多くが部活動に加入

し全学年平均の部活動加入率（令和３年度６４．０％→４年度７７．６％）が回復した。

令和５年度においても７６．７％と前年度の水準を維持している。

ⅳ）資格取得等について

生徒は企業で求められる資格試験や検定試験に積極的に挑戦している。令和４年度は危

険物取扱者乙種４類の合格率が県平均３３．５％（一般受験者を含む）を下回る２７．１

％であった。令和３年度の合格率２８．８％からさらに低下したが、令和５年度の挽回を

生徒、教員ともに目指している。

ⅴ）地域との連携について

毎年、近隣の小学校や特別支援学校を対象にしたものづくり教室や出前授業を実施して

いるが、現状では地域社会との連携機会はあまり多くはない。

② 学校を取り巻く将来の状況の予測

ⅰ）男鹿海洋高校との統合

第七次秋田県高等学校総合整備計画の後期計画において、本校は男鹿海洋高校と統合し、

地域に根ざした特色ある教育活動を通して、地域産業に貢献できる人材育成を目指す学校

となることが示されている。現在、後期計画期間中の開校に向けて具体の検討が進められ

ている。

ⅱ）少子化の進行

令和５年度現在の入学者数の割合が、８割弱を占める男鹿潟上南秋地区内の中学校卒業

者数は、令和４年３月から令和８年３月まで５００人前後を漸減しながら推移する見込み

である。また、入学者割合が２割強を占める秋田市内の中学校卒業者数も確実に減少する

ことが予測されていることから、入学者の確保は年々厳しさを増すことが予想される。

近年の定員充足率

入学者数 充足率

３年度 ７３ ６９．５％

４年度 ９７ ９２．４％

５年度 ６８ ６４．８％

定員は１学年計１０５名
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ⅲ）県内高校生の進路動向の変化

令和４年度の県内高校卒業生の県内就職率は８０．２％と過去最高であり、なお引き続

き上昇傾向にある。新型コロナウイルスの影響も指摘されているが、県や秋田労働局等の

各種取組の成果が大きい。この傾向は今後も続くことが予想されるため、県内就職希望者

が多い本校は、他校の県内就職希望者との競争がさらに厳しい状況となることが想定され

る。

ⅳ）本県沖での洋上風力発電事業

「再エネ海域利用法」に基づき、事業化に向けた手続きが本県沖の各海域で進んでおり、

「能代市、三種町及び男鹿市沖」では令和３年秋に事業者が決定した。今後、この事業に

伴う雇用の創出等が期待される。

③ スクール・ポリシー

ⅰ）グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像）

・ 基礎的な学力と専門的な知識・技術を身に付け、新時代の産業を担う幅広い視野と柔

軟な発想をもつ生徒。

・ 自ら学び続ける意欲と課題解決に主体的・協働的に粘り強く取り組む態度を身に付け

た生徒。

・ 部活動やものづくりコンテスト、資格試験・検定試験等に積極的に挑戦する生徒。

・ ふるさとを愛し、地域社会と産業の活性化に貢献する意欲をもつ生徒。

ⅱ）カリキュラム・ポリシー（本校の学び）

・ 思考力、表現力、幅広く柔軟なものの見方・考え方等、課題解決のための実践的な力

を育成する。

・ 男鹿地域の資源や教育資産を活用しながら、探究的な学習活動を通して、専門的かつ

高度な知識・技術を身に付けさせる。

・ 産学官連携事業等を通して、専門的かつ高度な技能を育成する。

ⅲ）アドミッション・ポリシー（求める生徒像）

・ ものづくりを通して地域や社会の発展に貢献しようとする強い意欲をもつ生徒。

・ 工業に関する知識や技能の習得に主体的かつ協働的に取り組む意欲をもつ生徒。

・ 部活動において顕著な成果を収めており、入学後も継続して活動する意欲をもつ生徒。

Ⅱ ５年間を通しての具体的な目標と取組

① ５年間を通しての具体的目標
ⅰ）入学者数について

最近２年の定員充足率の平均は７８．６％である。少子化が進む中での定員確保は容

易ではないと思われるが、令和５年度以降も９０名（定員充足率８５．７％）以上の入

学者確保を目指す。

ⅱ）卒業生の進路について

就職・進学を合わせた進路決定率１００％を継続するとともに、県内就職率７５％以

上、毎年１名以上の国公立大学合格を目指す。

ⅲ）部活動等について

部活動の加入率を８０％以上とし、部活動の活性化を図る。また、部活動及び各種も

のづくりコンテストで毎年１団体および１名以上の全国大会出場を目指す。

ⅳ）資格取得等について

各種資格試験・検定試験の受験者を増やすとともに、合格率の維持・向上を目指す。
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② 目標を達成するための具体的な方法、取組等について

ⅰ）学力向上のための授業改善

・ 生徒の学習意欲を高め、基礎的な学力の定着を図るために、「学び直し」の取組を推

進する。

・ ＩＣＴ機器の活用について、授業の相互参観を通して実践を共有し、より効果的な

活用方法の研究を推進する。

・ 実施するクラスと日時が教科担任に任されていた授業アンケートを、一人一台端末

を利用して全校一斉・全教科で年２回実施する方式に改め、組織としての課題を定期

的に把握し、授業改善を推進する。

ⅱ）個に応じた進路指導体制の充実

・ 令和３年度に初めて配置された就職支援員の協力を得ながら、同窓会、ＰＴＡ、地

元企業等と連携した就職支援体制の強化・充実を図る。

・ 進路志望調査や面談等を通して進学希望者の掘り起こしを行い、入学に求められる

学力等を身に付けるための指導を組織的に行う進学支援体制を確立する。

・ 資格取得等を推進するための校内指導体制の強化・充実を図る。

ⅲ）教育・研究機関や企業等との連携

・ 大学や地域企業等との連携による授業や実践的なものづくり、就業体験等の更なる

充実を図る。

・ 地域産業や地域企業に対する生徒、保護者及び教員の理解を深める活動を充実させ

る。

・ 洋上風力発電関連産業等、高い技術力をもつ企業と連携して、より実践的なカリキ

ュラムの開発を推進する。

ⅳ）地域社会との交流

・ 近隣の小学校や特別支援学校を対象にしたものづくり教室や出前授業の参加者が増

えるよう内容と周知方法を工夫する。

・ 地域社会において専門性を生かしたボランティア活動を実施する。

ⅴ）学校情報の積極的な発信

・ 主に男鹿市・潟上市の中学校の教員や保護者を対象に工業の公開授業等を実施し、

本校及び工業科に対する理解を深めてもらう。

・ ホームページを有効活用し、学校の情報を積極的に発信する。

ⅵ）男鹿海洋高校との交流

・ 統合に向けて、生徒会活動等で交流する機会を増やす。

・ 両校合同で課題研究発表会を実施し、相互理解を深めるとともに、地域住民や企業

関係者等にも学習成果を披露し、両校の存在をアピールする。

令和３年５月策定 令和５年５月一部改訂


